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が
実
際
お
こ
な
っ
た
行
為
、
差
別
主
体
の
方
針
、

差
別
主
体
が
実
際
お
こ
な
っ
た
行
為
な
ど
の
戦

術
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
五
は
、
闘
争
諸
組
織

の
形
態
、
闘
争
諸
組
織
構
成
員
の
意
識
と
参
加

率
、
差
別
主
体
と
そ
の
擁
護
者
な
ど
の
組
織
に

つ
い
て
で
あ
る
。
第
六
は
、
地
域
か
ら
府
県
、

中
央
へ
と
広
が
る
闘
争
の
地
域
的
拡
大
、
他
の

闘
争
へ
の
深
化
・
発
展
に
つ
い
て
で
あ
る
。

闘
争
と
活
動
を
具
体
的
内
容
と
し
た
運
動

は
、
そ
れ
に
応
じ
た
主
体
と
し
て
の
組
織
に
よ

っ
て
担
わ
れ
る
。
運
動
全
体
の
展
開
は
闘
争
の

発
展
に
よ
っ
て
組
織
は
変
化
・
発
展
し
、
逆
に

組
織
は
運
動
や
闘
争
の
発
展
・
制
約
要
因
の
ひ

と
つ
と
な
る
。
組
織
を
闘
争
と
活
動
に
関
連
づ

け
な
が
ら
も
、
独
自
に
組
織
と
し
て
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
。
水
平
社
の
組
織
は
基
本
的
に
は

則
・
規
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
性

格
と
し
て
、
第
一
に
部
落
大
衆
の
み
を
同
人
と

し
た
（
身
分
的
）
組
織
、
第
二
に
思
想
信
条
の

異
な
る
構
成
員
を
包
含
し
た
大
衆
組
織
、
第
三

に
部
落
と
い
う
居
住
を
基
盤
と
し
た
地
域
住
民

組
織
、
第
四
に
女
性
、
子
ど
も
の
独
自
的
組
織

３
、
地
域
水
平
運
動
史
研
究
の
視
点
と
課
題

大
阪
の
水
平
運
動
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た

っ
て
も
、
先
の
問
題
意
識
を
共
有
し
、
そ
れ
が

大
阪
と
い
う
地
で
い
か
に
実
践
さ
れ
た
か
と
い

う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
こ
れ
に
付
け
加
え
て
、
｜
地
域
お
よ
び

大
阪
と
い
う
府
県
単
位
の
水
平
運
動
を
解
明
す

る
た
め
の
独
自
の
視
点
も
必
要
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

ま
ず
水
平
運
動
と
は
具
体
的
に
は
何
を
さ
す

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
闘
争
と
活
動
に
分

潮
流
、
⑥
差
別
糺
弾
闘
争
の
論
理
と
実
践
、
⑦

戦
線
の
統
一
と
生
活
擁
護
闘
争
、
⑧
水
平
社
解

消
論
と
部
落
委
員
会
活
動
、
⑨
反
フ
ァ
シ
ズ
ム

闘
争
と
人
民
融
和
論
、
⑩
水
平
社
の
戦
争
協
力

の
論
理
と
事
実
、
⑪
水
平
社
の
労
農
・
無
産
政

党
運
動
へ
の
進
出
、
提
携
と
三
角
同
盟
、
⑫
水

平
運
動
と
融
和
運
動
の
関
連
、
⑬
水
平
運
動
の

協
力
者
、
⑭
府
県
・
地
域
単
位
の
水
平
運
動
の

通
史
、
⑮
特
定
の
人
物
と
そ
れ
を
通
じ
た
水
平

運
動
の
展
開
、
な
ど
で
あ
る
。

を
も
ち
、
組
織
系
列
は
、
地
域
水
平
社
ｌ
府
県

水
平
社
（
連
合
会
）
ｌ
連
盟
本
部
（
総
本
部
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
平
社
は
当
初
の
自

由
連
合
的
組
織
か
ら
集
中
的
組
織
へ
転
換
し
、

水
平
社
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
闘
争
に
応
じ

た
組
織
形
態
を
う
み
だ
し
て
い
っ
た
。

組
織
上
の
諸
問
題
と
し
て
、
水
平
社
と
部
落

内
の
既
成
諸
組
織
と
の
関
係
、
水
平
社
と
融
和

団
体
と
の
関
係
、
水
平
社
の
部
落
内
で
の
影
響

力
（
量
と
質
の
両
面
）
、
方
針
・
政
策
の
作
成
と

大
衆
的
周
知
の
過
程
、
構
成
員
の
数
と
階
層
・

意
識
・
自
覚
、
指
導
者
の
階
層
と
指
導
能
力
、

思
想
的
・
政
治
的
立
場
、
水
平
社
の
財
政
的
基

盤
、
水
平
社
の
地
域
的
分
布
、
地
域
ｌ
府
県
ｌ

中
央
の
指
導
・
被
指
導
と
連
携
、
情
報
交
換
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

い
ま
だ
大
阪
の
水
平
運
動
史
研
究
は
以
上
の

こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る

と
は
一
一
一
一
口
い
が
た
い
が
、
さ
し
あ
た
り
差
別
糺
弾

闘
争
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
作
業

を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

（
文
責
皿
朝
治
武
）

類
で
き
よ
う
。
闘
争
と
は
あ
る
課
題
・
要
求
な

ど
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
れ
を
う
け
る
対
象
に

対
す
る
闘
い
を
意
味
し
、
具
体
的
に
は
、
差
別

糺
弾
闘
争
、
改
善
費
闘
争
や
労
働
組
合
・
農
民

組
合
運
動
な
ど
の
経
済
闘
争
（
生
活
擁
護
闘

争
）
、
無
産
政
党
運
動
や
選
挙
・
議
会
闘
争
な
ど

の
政
治
闘
争
、
そ
れ
に
思
想
・
文
化
闘
争
な
ど

で
あ
る
。
活
動
と
は
闘
争
と
密
接
に
関
係
し
な

が
ら
の
組
織
と
し
て
の
日
常
の
取
り
組
み
を
意

味
し
、
具
体
的
に
は
、
組
織
拡
大
活
動
、
機
関

紙
活
動
、
宣
伝
活
動
、
学
習
・
教
育
活
動
、
財

政
活
動
な
ど
で
あ
る
。
闘
争
と
活
動
は
、
単
独

の
闘
争
、
活
動
と
し
て
実
践
さ
れ
る
場
合
は
ま

れ
で
、
他
の
闘
争
、
活
動
と
関
係
し
、
ま
た
重

複
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
総
合
的

な
研
究
の
な
か
か
ら
水
平
運
動
の
全
体
像
が
描

け
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
水
平
運
動
の
固
有
の
闘
争
は
、
差

別
糺
弾
闘
争
と
改
善
費
闘
争
（
後
期
か
ら
）
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
る
で

労
働
運
動
、
農
民
運
動
の
固
有
の
闘
争
が
労
働

争
議
、
小
作
争
議
で
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

今
日
、
個
別
の
労
働
争
議
、
小
作
争
議
の
徹
底

し
た
分
析
か
ら
、
労
働
運
動
、
農
民
運
動
の
展

開
や
特
質
を
探
ろ
う
と
す
る
研
究
に
学
び
、
個

別
の
差
別
糺
弾
闘
争
と
改
善
費
闘
争
の
徹
底
し

た
分
析
に
よ
っ
て
、
水
平
運
動
の
展
開
や
特
質

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
差
別
糺
弾
闘
争
と
改
善
費
闘
争
は
地
域
の

水
平
運
動
に
と
っ
て
最
も
日
常
的
な
闘
争
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
論
理
と
実
践
の
展
開
の
な
か
か

ら
、
水
平
運
動
の
地
域
的
、
時
代
的
特
徴
の
一

側
面
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

こ
こ
で
は
労
働
争
議
史
研
究
の
成
果
を
も
と

に
、
差
別
糺
弾
闘
争
の
分
析
の
た
め
に
以
下
の

よ
う
に
視
角
を
提
示
し
た
い
。
ま
ず
第
一
は
、

差
別
事
件
の
主
体
（
闘
争
対
象
）
と
そ
の
差
別

の
場
面
、
内
容
な
ど
差
別
事
件
の
概
要
に
つ
い

て
で
あ
る
。
第
二
は
、
差
別
主
体
、
闘
争
主
体
、

闘
争
協
力
な
ど
の
主
体
の
性
格
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
で
あ
る
。
第
三
に
、
闘
争
主
体
の
論
理

と
要
求
内
容
、
差
別
主
体
の
論
理
と
回
答
内
容
、

解
決
条
件
な
ど
闘
争
の
争
点
に
つ
い
て
で
あ

る
。
第
四
は
、
闘
争
主
体
の
方
針
、
闘
争
主
体




